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日本産花峰の生態学的研究1.

花峰の中舌の比較考察

谷 口 セ ヅ{ 昆 虫 学 講 座 }

Biological Studies on the ]apanese Bees 1. 

Comparative study of glossa. 

Setsu T ANI!lUCII! 

はしがき

花蜂に関する生態学的に主要な問題のーっとして，訪

花行動があげられる.その主な目的は，幼虫及自身のた

めの，食糧としての花粉蜜の採集にある.幼虫のため

の，花粉の採集には，肢或は腹部の~粉採集毛が主な佼

劉をし，花蜜の採集は口器による.花蜂はその訪泥吸蜜

に際して，無分別に一様にどの花にでも訪れるのではな

く，花に対して選択的である.その選択に際して最も決

定的なものは，その花蜂の中音の長さと，主に花管の長

短や形状などの花の構造との関係である，と考えられ

る・.花蜂がそれぞれの段蜜搭管である中舌の長さにふさ

わしい犯の穏類を選択するということは，花蜂という訪ー

棺昆虫として極度に発展したものの中にも，植物の方の

花の発達諸段階に応じた.llJH買器管の発達のいろいろな

段階があることを物語っているであろう.

このような立場から，花蜂の主要疲蜜器管である中舌

の比較測定をすることは，花とその訪花花蜂の相互関係

を朗らかにする上に，必要なことだと考える.

叉との様な研究は，主要な花粉媒介者として花蜂を見

るとき，実用的な問題とも密療に結びついてくる.例え

ば Apisの中舌の長大化が，アカツメクサの花管の短小

化とともに欧米では育種学上の問題となっているが如き

である.

しかしふりかえって日本のとの方面の研究をみると，

殺培植物の虫媒現象が育種学園芸学の問題としてとりあ

げられたことはあっても，昆虫学の面からは殆ど研究さ

れていない.更に叉野生植物の花とその訪花花蜂につい

ての，欧米におけるような恭礎的研究は殆どない.

著者は1952年より，篠山地方を中心に，花蜂上科の野

生植物への訪花について調べて来たが，本稿において

は，吸疫に主に関係をもっ器官のみを問題としてとりあ

げ，花蜂上科24属51種について，それらの測定をなし，

種聞の比較じ更に野外における首位習性の観察を加味

して，花とその訪花花蜂との相互関係につき若干の考察

を行ったのを，本文に示すことにした.

本文に入るに先立ち，終始懇篤な御指導をあたえら

-れ，更に本稿の周密なる校訂をたまわった木学岩田久二

雄博士，著者が昆虫学の研究に入る端緒をあたえられ，

又貴重な文献の貸与，ーその他の御援助をたまわった九大

安松京三惇士，多数の標本の同定をおねがいした九大平

島義安農学士，又貴重な標本を御忠与下さった北大坂上

昭ー農学士，東京石川I良輔氏，叉その他木研究の遂行に

あたり御援助をたまわった多くの方々に対し深厚.なる謝

意を表する.

材料と方法

篠山地方にて， 1952年から採集した，花蜂上科24属51

積(内 1扇台湾産. 3極北海道産， 2種軽井沢産)の乾

燥標本を用いた.頭部の最大長，Tlnち頭頂より頭厨前緩

まで (HL)と両複眼を含む最大幅 (HW)・を接限ミク

ロメーターおよびV町 niぽ calliperで測定してから10%

NaClで処理し，双眼顕徴鏡下で口践のみを解き，下庭

(1abium)を Neoshigaralで永久 'Preparatとし，中舌

(medianglossa) (G)と下居表 (labialpalpus) (LP) 

を，又若干の積では側舌 (paraglossa)(PG)の長さも測

定した.測定にはアツベ氏描画装置を使用し・~ 10-30f音

に拡大転写してから，自在型定規で突測した.

測定結果は第1表に示した.そこで 3，4，5，6列は実

測値を 7，s， 9列はこれより詐竿した指数を示した.第

九3表は，属と指数 (GjHW)，(LPjG)の関係をまと

めたものである.

測定値は乾燥標本を用い，できるだけ同一条件下で同

一方法によったのであるが，殺虫薬その他処理液などの

影響が若干あるかと思われる.

この測定値は解剖学的な長きであって，援蜜中の有効

な中背の長さは，花管の太さなどの花の構造によって又

花蜂の顕の幅及長さなl!， 又は体の大小或は訪花時の体

型などによって異ることは云うまでもない.

本文における花蜂上科の科の分け方は日;本昆虫図鑑(1950)によった.
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Table 1. Measurements (mm) of head-width (HW)， head-length (HLl， length of median 
glossa (G) and mean length of paired labial palpi (LP) of Japanese b民 s.
Columns 7.' 8 and 9 indicat号 theratios as follows: (G /HW) 'glossa length/head-
width， (G/HLl glossa length/head-length and (LP /G) m巴anlength of paired labial 
palpi/glossa length. 
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Tabl巴 2. Division of the b問、generaaccording to (G/HW) in ♀. 

予λ扇子主空竺 1 3・4-3.0 I 2.9 -.2.5 Iル 2・o11.9-1.5 1山 .01 0.9 -0.5 1 0.4 -0.1 I Total 
Bo例 bus(H ortob0111.) 1 1 
Anthophora '. 1 6 7 

Bombus (Diversobom.) 2 2 
Bo例 bus(Agrobo例.) 1 1 2 

Eucera 2 2 

Bombus ，(Pratotom.) 
f 

1 3 4 

Osmia 1 8 2 11 

Bombus .(Bombus) 1 1 2 

必 Ceratina 2 1 3 

Thyreus 1 1 2 
白Megachile . 1 8 9 

Tetralonia 2 1 3 6 

Nomada 1 5 1 7 

Apis (主u 6 6 

XylocoPa 2 2 
Allodape 向 2 2 

Euaspis 2 2 

Coeleoxys 2 2 

Anthidium 1 1 

EPeolus 1 1 2 

Nomia 3 3 

，Dasypoda 2 2 

SPhecodes 2 2 

H alicttば ]0 10 

Panurginus 2 2 
. Andrena 6 6 
Colletes 3 3 
Hylaeus 2 2 

Total 1 2  I 9 -1 -5  -1 1? 1 35 1 

Table 3. Division of the bee genera according to (LP/G) in 平.

玉λ詰子町三二J2.4 -2.0 1 ].9-].5 I ].4 -: ].0 1ω-0.51 Total 

:Apis、 e 6 6 
.Bombus 11 11 
Xylocopa 2 2 
Allodape、 2 2 
Ceratina 3 3 
Thyreus 2 2 
Anthophoya 6 6 
Tetralonia 6 6 
Eucera 2 2 
Epeolus 2 2 

-、Nomada 8 8 
'Coeleoxys 2 2 
Megachile 11 11 

"Osmia 9 9 
Euaspis 2 2 
Anthidium 1 1 

. Nomia 3 3 
; Dasypoda 2 2 
Sphecodes 2 2 
Htilictus 10 ]0 
Colletes 3 
Panurginus 2 
Andrena 1 3 2 
Hylaeus 2 

Total 5 I 19 1 78 l' ]05 
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結果と考察

(1) 主要段蜜器管の長さの概

要

木稿の中心問題となる中舌の形

態については古ぐから多くの人々

の研究がある.

いま著者の測定結果を示した第

1表及第2表から，花蜂各科の中

古の長さを比較してみると次のよ

うである. 原始的な Collet付属

では中舌は非常に短く幅広しそ

して先端においてわずかに二分・し

ているし，又同じ科の.Hyraeus 

属では更に短く幅広くその先端は

前者より更にかすかに二分・してい

る Andrenidae・Halictidaeお

よび Me1litidaeに於いても下震

基節よりも短く幅広い. しかし

Andrenidaeに比して Halictidae

及 Me11itidaeにおいては中舌は
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細く伸長する傾向がみられた.これら以外の花蜂はよく

のびた中舌をもっている.この群に包含されるものの中

長-も短い中・舌をもっ Halictidaeに属する Nomia

punctataはかなり幅広く両者の中間的傾向がみられた.

中舌の両側に 1対の側舌がまbる.全個体については測

定できなかったが，測定した結果の中数例を示すと， (側

舌長としては 1対の平均値をとった)第4表の如くな

る.

即ち， Apidae， Megachilidae では側舌は中舌に比し

て非常に短く，その基部に存在している.それらの側舌
@ 

と中古の比 (PG/G)は， 0.17-0.27の値を示している.

ところが Halictidae，Andrenidae， ColIetidaeにおいて

は，それらの側汚は中舌と殆んど同じか少し短;い程度

で，中古の両側に位置している.而も最も原始的な

Hyraeus sp.では側苫が中舌よりむしろ長く，これら 3

つの科では， (PG/G)，は 0.8-1.1の倍を示したのは非

常に興味深いことだと思う.

次に中舌および側舌の両側に位置する 1対の下医務は

何れも 4節よりなる.その長さ(1対の平均値)と中古

の長さとの比(LP/G)は， Apidae， Megachilidaeおよび

Halictidaeの No例 iaPunctataでは，すべて1.0-0.5

の値を，Dasypoda， S phecodes， H alictusの各属では

1.0-1.4， .H ylaet川島だは 2.0-2.4， ~又 Colletes 属では

1，0-1.4という値を示している. (第3表参照)

以との主要吸資器官を総覧すると， Apidae， Megachi-

lidaeおよび Ha!ictidaeのNomia属では，側舌および

下廃薮に比して，中舌が著しく発達したあとがしのば

Tab!e 4. Measurements (mm) of g!ossa !ength 

(G) and"of parag!ossa (pG) in certain 

species. The ratio of g!ossa !ength to 

parag!ossa (PG/G) in shown in the 

!ast co!umn. 

Bee Species 1叫 G I PG [PG/G 

Apis indica 主L 5.3 1.4 0.26 

Bombus diversus よ正 14.5 3.9 0.27 

Bo例 busignitus 合 7.0 1.6 0.23 

M egachile tsurugensis ♀ 5.4 0.9 0.17 

M egac hile humilis ♀ 7.4 1.4 0.19 

Osmia orientalis 平 7.0 1.6 0.23 

H alictus scitulus l♀ I 1.1 I 1.0 [ω1 

Andrena watasei 
|平|川。ぺ 0.80

Andrena tsukubana ♀ 0.53 I 0.50 I 0.94 

C olletes世atellatus
け|。ぺ。ぺ ωH ylaeus st. ♀ 0.23 I 0.25 I 1.1 
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れ，それらに対しごて No例 ia属を除ぺ、 Ha1ictidae，

Andrenidae， ColIetidaeでは中舌の発達が著しくないの

に対して，側舌および下露君主がよく・発達しているのが目

立ち Ves仰の類などの口憶に非常に類似しているのに

気付く.

(2) 穫と中舌の長さ

ド測定した花蜂上科は (G/HW)の値により，次のAB

Cの3つの群に分れる.

(A) Bo例 bus(Hortobo例 busltersatus， B. (Diver-

sobo出 bus)diversus， B.. (Agrobombus) senilis 

の 1部，AnthoPhora acervoru例 villosula，

Anthothora florea の5種によって構成され

る最も中古の長い 1群 (G/HW= 2.5，:，"，3.4) 

(B) A群に包含される 5t遣を除くすべての Apidae，

および Megachilidae，Halictidaeの Nomia

punctataよりなる中位の一群 (0.5-2.4)で，

これをさらに(1.6-2.5) と (0.5-1.6)の二段

階に分け，前者をB群と位，後者・をB群下位と

しTこ.

(C) Nomia属を除くすべての Ha1ictidae，Me!-

litidae， Andrenidaeおよび ColIetidaeがこの

群の形成者で最も中音が短い (0.1-0.4). 

Apis属は♀と合の測定がで、きなかった.ぷは Apis

indica， APis例 ellifera共7こB群下位に属する.これら

の種は，飼料作物の花粉媒介右・として利用する上での重

要性から，古来多くの人々によって，このE去り中舌の測

定がされており，それの訪花活動の観察の如きιものは枚

挙にいとまがない.篠山地方では Apisindica，で32

程，A.例 elliferaで5穏の訪花を観察している又シ

ロヅメグサの花は終始この属によってのみ殆ど独占的に

訪れられる.

Bo例 bus属は篠山地方の B.(Diversobo例 bus)dive-

rsus， B. (Pratobombus) ignitus， B. (Pratobombus) 

ardensと札幌附近の B.(Agrobombus) senilis， 'B. 

(Bombus) specios叫ん B.(H ortobombus) te付 atusの5

亜嵐6fi互について測定した.この属はすべてAおよびB

群に属する.すなわち tcrsattほと diversus'の2BP腐

の2種は，Bo刑 bus属中，最も長国のものであれ叉す

べての日本の花蜂中最も長い中舌をもっA群の構成者13
ある senilisはA群に属する一部を除いて ardensと

共にB群上位に属し，ignitusと speciosusの2!!E闘の

2種はB若手上位および下位にわたっている.Bo附 bus属

中最も中古の短い群である Bombus1!li属では，従来ヨ

ーロツパおよび我国でも盗密を行う認が知られている.

又 Pratobombus!!E属の ignitusでも後述のとおり盗蜜

を観察している.
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A群に属す:る diversusは篠山地方では， 5月中旬よ Megachilidaeは，すぺてB群に属する.その中，

り10月下旬まで約60箆の花を訪れる最も有力な花蜂で Coeleoxys;Euaspis， M egachile， 'Anthidiumの各属

その多くはマメ科 .C1チピルパナ科などの長筒型の花に はその下位に，Osmia属の4箇はすべて上位に属して

おいて正常な方践で疲蜜を行う .ignitusと ardensで いる.これらの中，出現矧の長い M.tsurugensis， M. 

はそれぞれ.32積および25留の花を訪れたが， これらは niPponica (何れも 5月上旬から10月♂ヒ旬まで} はそれ

diversusに比して，中舌の長さはもとより訪花活動も亦 ぞれ20および15箆の花に頬繁に訪れる.又3月中旬には

相当劣るようである.Bombus属は古来， .その中古の発 すでに出現する O.orientalis I土6月初旬までに12留の

逮と活援な行動力の放に，訪花についての多くの記録が 花に，他の Osmia属の諸種も 4月中旬から 6月初旬に

.ある. かけて数多く出現し，それぞれ顔繁に花を訪れる.

X ylocopa， Allodape， Ceratinaの各属はB群下位に

包含される.このことは， .これら 3属の体の著しい相違

ーと場えあわせて興味がある.Xylocopaにおける約50穫

の訪花中， ."7 )}フネ汚ク，クテラ，ジヤケ yイバラ，ヤ

プマメ，オオパギポウシ，ギポウシ"7)}ガネ=ンジ

ン，ハコネウ Yギ等々に対しては，著者の観察ではすべ

て盗変である.Xylocopaと共に Ceratinaも叉長期に

lわたり多くの (33種)花を訪れる.それは両属とも夏か

ら秋末にかけて，長い Juveni1e stageをもっているから

である.

Thyreus laponicus平(労問寄生性)はB群上位に属

する.

AnthoPhora属は B.diversus， B. tersatus等と共に

A群を形成する.4月中旬より5月下旬まだ活動する A.

acervo開削 villosulaは篠山地方では余り個体数は多く

ないが， 10径の花を訪れた..最も著しく訪れるのはレン

ゲおよびスミレである. 9月中旬に出現する A.florea

J九平合とも長筒祐の"7)}フネソウの有力な訪問者ーであ

?るが，前者以上に篠山地方では個体数が少し又出現期

も短い..向よ:の属は花管の長いアカ Yメグサ，へアリー

ベツチなどの重要な花粉媒介者として報告されている.

Telralonia属では，T. niPponensis (5月初旬-9

月中旬)はB群上位および下位に，‘叉 T. 押~itsukurii

(8月下匂':"'10月初旬)はB群下位にそれぞれ属する.

前者では21fj去の花に，後者ーでは5種の花に訪れるのを観

察しtニ.この属でとくに目立つことは，合の中舌が♀に

比して比較的長い傾向があれ前箆では合の訪花活動も

叉著しい.

Eucera属では， E.ぃsociabilis平合を測定したが，♀

JiB群上位に，合はB群よおよび下位に属する.この窟

は篠山地方では非常にすくないが，主にレン:ゲを訪れ

る.又飼料作物の置要な花粉媒介者として報告されてい

，る.

.EPeolus j aPonicus♀(労働寄生性上はB群下位に

属する.

No例。da属{労働寄生性}で、は.N. j apollica平がB群

上位および下位に，他の三種はすべてB群下位に属する.
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C oeleoxys， Euaspisの同属は何れも労働寄生性の花蜂

で，測定に使ったC.yanollis， E. basarisは何れもM.

scultturalisの寄生者として知られている.Anthidium 

j apollicaは白木の中部山地特有のもので，篠山地方に

は懐息しない.Magachilidaeの中 M.sculPturalisお

よび humilisに次ぐ大きな体の持主であるのに反して，

中古の長さはこの科においては短い群に入る.

Mellitidaeに属する Dasypodaj apollicaはC群に

属する.やはり篠山地方では見られぬもので，その特異

な習性とともにC群の構戎者であることは興味深い.

Halictidaeに属する No例 iapUllctata♀合は， B群

下位の中でも最下位に属する. 8月中旬より 9月下旬ま

で出現して3留のマメ科の花を訪れた.

Colletidae， Andrenidae， N omia属を除く Halicti-

daeは何れも最も短小な中舌をもっC群に属する.亡の

群に属する Andrenidae，Halictidaeの両科は多くの語

および個体数をもっている.企これらは短小な中舌をもっ

ているとはいえ， キク科などの花に対しては著しく訪

れ，個体数が多いために花粉媒介者としては見のがせぬ

ものだと思う.年2回発生するHalictus即ち mutil叫ん

occidensis， scitulusなどはそれぞれ 29，16，27認の花

を訪れた.叉多くの種を包含している Alldrella属で

も， A. opacifovea， watasei， knuthiはそれぞれ12，

8，8種の花を訪れている.向Ha1ictidaeの Sphecodes

sp.は6月より 7月に出現する労働寄生性，Andrenaに

属する Pallurginuscraw fordiは5月より 6月に篠山

地方では出現する. ‘Colletidae では C.patellatus， 

collarisは何れも 9月中旬より 10月下旬に出現し，主に

キグ科の花を訪れる.Colletidae中 Hyraeussp.はC群

中でも特に中古が短小である.最も原始的なこの属は，

他の営巣性の花蜂と異り倭小な狩猟蜂のように殆ど裸の

体と附属肢をもち，後肢も変化をうけていないが，花粉

と花笠とを一緒にその昧褒にのみこんで運搬することが

知られている.このような習性は著者の1954年春の花峰

の消化管の内容物検査の結果では. Andrenidaeのある

ものでも，かなり見られた.

(3 ) 性別と中古の長さ
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Table 5. The relation between the sexes and 
the glossa length in Bombus. 

Specific name I S出 IG (mm) 1 G/HW 

平 16~5 3.3 

B. tersatus 合 12.6 3.2 

主L 9.1-12.3 2.6-3.0 

♀ 15.0-15.2 2.7 

B. di世ersus 会 10.8 2.7 

主L 9.6-14.2 2.4-3.4 

♀ 9.5-11.8 2.1-2.6 

B.senilis 合 6.5-7.2 1.8-1.9 

よ正 5.B 1.5 

平 9.3-10.3 1.8-2.0 

B. ardens 合 9.1 2.1 

Jj. 6.7-8.1 1.7-2.0 

♀ 9.6-9.9 1.6-1.9 

B. ignitus 合 7.0-8.1 1.4-1.5 

主L 5.8-5.9 1.1-1.2 

、平 7.9-9.5 1.4-1.6 

B. speciosus 合 6.0-6.6 1.4-1.5 

主L 6.5-6.8 1.6-1.7 

測定{団体数が少いので，決定的なことはいえない.命

APis属では，♀合の調q定を行い得なかった.Bo偶 bus

属では，平合J止を測定した{第5表参照).概陪的に云

えば，Bombω 属は♀〉合〉羊の，踊だと考えられる.平

と占Lはその体の大きさ，頭踊，頭長において著しい差異

がある.その他の非社会性の花蜂に於ては，その殆どの

種が測定値および (G/HW)において，平〉合である.

しかしその差は比較的小さい.倫 Telralonia属では前

述のとおり，合〉♀の傾高がある.出現期が♀合で余り

ずれのないものの多くが，同ーの花を訪れているのが普

通であれ合の訪花活動は♀におとらない.花粉採集装

置と具仇自体の栄養源の摂取という目的のために，♀

同様の中舌の発達はうなずけることセ~る.

(4) 労働寄生性と中舌の長さ

学・ 筒

営巣性の種から二次的に進化しすこと考えられている労

倒寄生性の花蜂では，その訪花駿蜜の目的は，自体の栄

養源の摂取にのみあると考えられる.これらの花蜂の

(G/HW)を概観すると.T旬rcuslaPonicusがB群の

上~下位.No附 ada属では N.japonicaがB群上~下

位.~也の種はすべてB群下位.MegachilidaeのCoeleo勾 IS

31ano冊is.Euaspis basalisは何れもB群下位，叉 E，peolus

jaPonicusがB群下位.Halictidaeの SPhecodessp. 

はC群に属する.すなわち何れもBおよびC群に包含さ

れる.次に寄生関係の分っているもので，両者の測定値

および (G/HW)を比較して見ると第6衰の様になる.

決定的なことはいえないが，両者ーには (G/HW)におい

て相関関係はないようである.これらの釘働寄生性花蜂

と宿主花蜂とは (Epeolus→ Colletesを除いて}それ

ぞれ非常に類縁関係の近いものであって， (G/HW)に

於いてもむしろその近さが見られ，寄生者は宿主に対し

てかなり小のもの，同程度のもの，より大なもの等々で

ある.却ち寄生者の故に，その宿主よりも中舌が短小で

あるという事実はないのである.

5者働寄生性花蜂の訪花状態の1.2を見ると，EPeolus 

japoni，cusでは.C olleles patellatusと殆ど同時期 (9

月中旬-10月下旬}に同じ地域で，同じノギクの花群を

訪れ段蜜する.又 Nomadajaponica♀は本属中体が

最大で最も普通に見られる個体数の多いものであるが，

著者の観察では19径の花を訪れ吸蜜する.以上のように

労働寄生性花蜂も亦自体の栄養補給のために訪花を怠ら

ないのでらって，中舌に関7するよ記の事実も亦当然なこ

とである.

(5) 盗蜜と中舌

訪花花蜂の中には，正式に花口から!'&.蜜せずに，花の側

部をつきぞぷり所謂盗蜜を行うもの巧ある. Xylocopa 

属では古くは PA~!~!E♂(1885) の観察がある.叉 Bombus

でも多数の観察が報告されている.倫 APisでさえとき

にみられている.

著者は篠山地方で B.(pratobombus) Îgn&tus， の ~!J

フネソクにおいての観察と.Xylocopaの前述の10極の

Table 6. Comparisons of glossa length between the cuckoo beξS 
and their foster b回 s.

Cuckoo bees 1 Gt(mm) 1 G/HW .11 Foster bees I G (叩) I .GI.HW  

Nomada japonica 4.2 -4.6 1.2 -1.9 E，ucera sociabWs 8.3-8.7 2.1. -.2.2 

Epeolus j atonicus 3.0 -3.4 0.87-1.1 Colletes sTP. 0.6-0.73 0.16-'0.19 

Coeleo:cys yanonis 4.0 -4.2 1.0 -1.1 M egachile sculpturalis 6.5-7.1 1.0 -1.1 

Euaspis basalis 4.1 -4.5 1.2 -1.3 M egachile scul pttiralis 6.5-7.1 1.0 -1.1 

S phecodes sp. 0.63-0.65 0.22 H aUctus sPp. 0.7-1.1 0.23-0.48 

様Trans.Acad. Sci. St. Louis， 5 : 273-277 
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花においての観察を行っている.

今~Jlタネツ 17の例についていえば，ぞの訪花花蜂は

B. 'divtrsus (最多).'B. i，gnitus (最多). XylocoPa 

{多)， Ceratina flavi，pes(可成多)， Antho帥(}faflorea 

{多). M egachile tsurugensis (著少).'M egachile 

nipponica(著少)， HaUctus scitulus(著少)， Halictur 

muti/us (著少}などである.これら'の訪花花蜂中，

B. divtrsusおよび 'A.'floreaはA群に属するもので

この 2種は花口に殆ど朝をつきこんで正常吸賓.Xylo・

copaとB.ignitusぷ合は何れもB群下位に属するもの

であるが，花管の側部より盗蜜.C. flavipesはB群上

~下位.M. nipponica， M. tsurugensisは何れもB群

下位.H. scitulus， H. mutilusはC群に属するが，こ

れらは何れも体を花中にかくして，それぞれの訪花の目

的を達する

‘上記の事柄より B群下位以下のものにおいて問題にな

るのは，頭の大きさ或は体の大きさではないだろうか.

今かりに，それらの顕癌を比較して見ると XylocoPa1 

♀ (s.Omm)， B. ignitus 1羊 (5.1mml. C.' flavipes 

1♀(I.9mm¥. M. niPponica 1平 (4.2mm.>.M. tsuru・

gensis 1♀ (4.2mm). H. scitulus1平 (2.5mm).H. 

mutilus 1♀ '(2.5mm)である. (調査個体中より最大値

をとる)XylocoPaでは M.tsurugensis :および・M.

nipponicaの約2倍. HaUctusの 2種に対しては約

3倍以上の顕隠であることが注目に値すると思う.長筒

型の花において比較的小型の花蜂は上記の理由のため中

舌が著しく短小であるにも拘らず，体全体花筒中に入る

ことによって段蜜できるわけであ'る. しかしながら

Megachile属および Halictus属の長筒花の訪問は極

めて少い.倫江原，(1950)はアカヲメクサを訪問する

Andrena sp.で疲蜜に隠して.'体で花管の芸部まで裂

いて!I&蜜する習性のあることを観察している.

(6) 蜜腺の位置と訪花花蜂の関係

以上のベた撞々の事柄に関聯して，花における蜜勝、の

位置と訪花花鱒の種類の聞には密接な関係がある.

著者の観察では，露出された蜜腺をもっユキノシタ科

のガクl/~ギ，トリアジ V ヨウマ，アワモリシ詞ウマ，

カラカサパナ科のオヤブジラミ，ヤブジラミ，品ンジ

ンナウド.'ノダケ，ブドウ科のヤプガラ ν， ノブ

ドウ. ;c.ピグ}V~ =.シキギ科のマユミ，マサキ，アカネ

科のカワラマヲパ等々に対する主要な訪問者の殆んどは

狩猟蜂で， I最も短小な中舌をもっ C群に属する Andre-

nidaeが，若干訪れる程度であった.

半ばかくされた蜜腺をもつもの，それは前者より蜜腺

は深いところにあるが，この群にジウジパナ科およびキ

指日千悼己 Vol19 No・1-2(161-169) 

Yネノボタン科の花がある.こ Lでは前述の群と比駿し

て，訪問者の範囲がかなりひろがってくる4観察積物と

しては，ジウジパナ科でアプラナ，マメ‘グンパイナグ

ナ，p'イコン，キヲネノボタン科ではキンポウゲ等々

で，こ Lでも可成の数の狩猟蜂と共に Andrenidaeが匡倒

的に多く，その他B群下位に属する APis属，Nomada 

属と，そしてさL世のやはり B群下位の Megachi/e属，

Ceratina属，Xylocopa属などが訪問者となり，非常

にまれに AnthoPhora属の訪問をうけたものがあった.

次に全くかくされた蜜腺をもっ花の群に，フウロツウ

属，ヤナギラン・ハヲカ腐などの花をあげることができ

る.又花賓が長い筒状花簡の底や距の部分ーにかくされて

いる花のあるものがこの群に入る.これらは花蜜花とし

て最高度に分化したものだと考えられている. とれら

は，上記の二つの群に比して，その主要な訪問者が非常

に異ってくることが目立つ.この群に包含される花は，

クチピJレパナ科，ゴマノハグサ科，マメ科などに属する

ものが多い.クチピルパナ科のウツボグサ，アキノタム

ラツウ，オドリヨソウ，アキチョウジ，ジユウ=ヒトエ

等では，その主要な訪問者の殆どは， A群に属する B.

diversusで占められ，その他にB群の Eucκcer問a仇，Tロ‘'ef7叩，吻a

Iμoni“a， Xylωocωop仰a，Cerati何naι，Me句gachile，Apis等の諸

属が若手訪れるにすぎない.次にゴマノハグサ科のキ

9，ムラサキサギゴケ，キンギョソウ等fでも，主に B.

diversus，次にB群の Eucera;Xylocopa， No隅 ada，

Osmiaの諸属が，そしてごく若干のAndrenidaeが訪れ

る.次にマメ科では，その花の大きさに相当大きな摘が

あるので，その主要訪問者のi頃淘をそれぞれ異にするよ

うである.これらへの訪問者は， A群に属する Bo例 bui，

Anthophoraの両属，又B群の Eucera，Apis， M ega-

chile， Osmia， X ylocoTa， C eratinti， N 0例 ada，No例 ia

の諸属と C群の Andrena属などを広範囲に包含して

いる.比較的大型の花のものではBombu.r，Anthophora， 

Xylocopa (盗蜜)が主要な訪問者であれ中型の犯では

Tetralonia， M egachileの両属が主要となる様である.

一般にとの最後の花群は，狩胤蜂を完全に除外して，

ABCの三つの群に属する訪問者をもつが，実際には小

型の7B以外には，この花群を訪れるC群の花蜂は殆ど問

題にならぬ位少いのである.

更に著者の観察ではBo帥 bus属の訪花の多数がマメ科

ーおよびクチピJレパナ科であるのに対して Halictidae，

Andrenidaeではキク科への訪{Eが著しい.とのことは，

キク科の花が，アカ Yメクサなεの花底の深いものに対

して平面的で，往々花蜜は頗る多く屡々4E管の口fこ溢れ

ているために比較的中舌の短小なC群の花蜂が多数訪れ

るものと考えられる (1954年8月26日受預}
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Rるsume

1. The lengths of the median glossa and the labial 

palpi of th巴 Apoideain Japan， belonging to 51 

species of 24 genera， are measllred. From these 

data the ratios of the length of median glossa to 

head-width (G/HW) and to head-length(G/HL) 

and the ratio of the length of labial pal pllS to 

medi<m glossa (LP /G) are calculated. 1n certain 

species the lengths of paraglossa are also measured 

and its ratio to median glossa (PG /G) is calcu-

lated. The variation of the above-mentioned valu巴s

according to their species， sexes and the life-form 

ar邑 discussed. The relation between the location 

of nectary in' a f10wer and the kind of bee visi-

ting it is discussed !rom a ，standpoint of field 

observations. 

2. 1n Apidae and Megachilidae the median glossa is 

wel1 developed in' comparison with the labial 

palpus and paraglossa， whi1e the bees of Mel1i-

tidae， Andrenidae， Co11etidae and Halictidae 

except No仰向， have rath巴rwel1 developed labial 

palpus and paraglossa in comparison withmedian 

glossa. Only N 0例 iabelongs to the form町.group. 

3. According to the value of G/HV1， the aamined 

bees of our Apoidea may be c1assified into three 

groups as fo11 ws : 

A-group with long glossa (2.5-3.4) 

B働groupwith glossa of medium size， (0.5-2.4) 

C-group with short glossa (0.1-0.4) 

4. As for the relation between the sexes and the 

elongation of glossa the ratio G/HW is general1y 

larger in the female than in the male and in the 

case of social form the worker indicates the 

shortest value. But thes巴 differences. are verY 
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関

sma11. especially in the species both sexes of 

which appear alnIost simultan巴ously. For in sl1ch 

cases the both sexes visit usual1y the same ldnd 

of f1ower. 

5. The bees of labour-parasitism belong to the B-

or C-group. There seεms to be' no correlation 

between the ratio G/HW of the host and that 

of th巴 parasite.

6. A special proclivity of nectar stealing was observed 

in X ylocopa and Bombus ignitus， which belong 

to the B-group. To suck nectar from tubular 

f1owers. thes巴 beesseem to be obliged to do 50 

not only due to the short glossa but also to th巴

large-sized head and body. 

7. There is a close relation betweεn the locatiori of 

nectary in f10wer and the kind of visitor. The 

f10wers with an expos巴dnectary are visited most1y 

by many wasps and in some cases .by a sma!1 

number of the Halictidae and Andrenidae， which 

b巴longto， the C-gi-oup with short glossa. As for 

the f10wers with half concealed nectary some 

wasps were also r'egular visitors， but the overwhe-

lming majority of visitors weI'e the Andrenidae 

and Halictidae of the C-grol1p. Besides， certain 

genera of the 'B-grol1p and a small number of 

the A.group were also fOl1nd visiting. On the 

other hand， in th巴 cas巴 ofthe flowers with 

perfect1y concealed nectary all the wasps were 

absolutely exc1ud巴dand， in general， the A-group 

with long glossa were the most dominant visitors. 

The visit by the C-group was observed only 'in 

few cases of the small-sized flowers. The bees 

of the B-group were' also comparatively impor-

tant visitors to some flowers with d巴巴pnectary， 

together with the A.group. 




